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例会日／毎週火曜日 12：30  例会場／豊川商工会議所   会長／夏目雅康   幹事／高桑 耐  会報委員長／鈴木啓仁 

事務局／豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889  ＨＰ／http://toyokawahoi.tank.jp 

クラブテーマ：有意義で楽しいクラブ活動・例会を考えよう 
会員総数 出席者数 出席率 9/21修正出席率 本年度第１３回 通算１１７５回 

平成２２年１０月５日（火） 
出席報告 

５４名 ３７名 ７１．２％ １００％ 

 ゲスト：（なし）  ビジター：（なし） 

★会長挨拶及び報告   夏目雅康会長 

 こんにちは。

やっと秋らし

い季節になっ

てきました。

そろそろ稲刈

りも始まって、

田んぼには稲

穂の金色のき

れいな景色を見ることができます。大好きな

魚釣りにも今シーズン初めて出掛けることが

できまして、釣果はまだまだでしたがストレ

ス解消になりました。 
 9月 29日に豊川市国際交流協会の理事会に
出席して参りました。本年度は創立 20周年を
迎えるということです。永年、国際交流協会

のためにご尽力された功績ということで、理

事を務められている小野喜明会員が式典の中

で表彰されるそうです。我がクラブも、緊急

支援物資の支援として、お米や食料品、オム

ツなどを寄付した功績で感謝状を頂けるとの

ことで光栄なことです。 
 10 月 1 日に、創立 25 周年事業の豊川アス
リートサポーターズクラブの発起人会を開催

し、山脇市長さん始め多くの発起人の皆さん

のご出席を頂き、ＴＡＳＣの設立同議にご賛

同頂きました。本格的に創立 25周年事業が活
動を開始しました。どうか、クラブ会員の皆

さんにも引き続き、ご理解とご協力をお願い

します。 
 本日のボイスオブ・グッドは「私は、どん

なに前途が多難であろうとも、人類史のもっ

ともよき部分が未来にあって、過去にないこ

とを確信している」イギリスの哲学者、バー

トランド・ラッセルの言葉です。 

★幹事報告       高桑 耐幹事 

理事会報告 
新入会員候補者について 
次回例会について 
11月 13日の整理券の事前申込について 
11月 16日の例会変更について 
元米山奨学生ヴァン君の結婚式について 
 

★豊橋北ＲＣのＰＲ   古澤功三さん 

水越武写真展（10／22～11／7）と講演会（10
／22）の開催について 
 

★委員会報告 

冨田高子会員 
 神戸の震災復興の手紙のお礼状について 
雑誌委員会（冨田委員長・伊原会員） 
ロータリーの友 10月号の紹介 

親睦委員会（林委員長） 
10月 10日からの秋の行楽旅行について 

ゴルフ同好会（林幹事長） 
10月 28日のコンペ開催について 

記念事業委員会（大島委員長） 
11 月 13 日の豊
川アスリートサ

ポーターズクラ

ブの設立総会と

記念講演会につ

いて 
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★米山奨学委員会担当例会 大木委員長 

 こんにちは。

今月は米山月間

です。日頃は、

米山奨学会事業

に対しましてご

理解とご協力を

賜りましてあり

がとうございま

す。お手元「豆辞典」に米山に関する資料が

載っていますので、よくお読み頂きまして、

米山奨学会へのご寄付のご協力をお願いしま

す。 
 
米山だよりからの抜粋 
 
台湾米山学友会の日本人支援奨学会 
台湾米山学友会（正式名称：（社）中華民国

扶輪米山会）が日本のロータリーへの恩返しと

して始めた「日本人若手研究者奨学金」は今年2 

年目に入り、9 月から新しい奨学生を迎えまし

た。 

第2 期奨学生に選ばれたのは、国立台湾師範

大学大学院に留学中で、中国語教育を専攻する

笹川優子さんです。笹川さんには1 年間、台湾

学友会から毎月25,000 台湾ドルが支給されるほ

か、学友会メンバーがカウンセラーとなって、

台湾での留学生活を物心両面で支えます。9 月

25 日、台湾学友会の許國文理事長（第3490 地

区パストガバナー）から奨学金を授与された笹

川さんは、奨学生に選ばれた気持ちを次のよう

に語ってくれました。「私が日本の大学に在学

中の頃、台湾、中国などから来た多くの留学生

の友人がロータリー米山記念奨学金の支援を受

け勉学に励んでいたのが深く印象に残っていま

す。今回、私も扶輪米山会奨学生として皆さま

に温かく迎えていただき、とても感謝していま

す。台湾での長い留学生活は充実と困難の連続

ですが、今年は奨学生としての自覚を持ち、こ

れまで以上に勉学、研究に力を注いで生きたい

です。これからの1 年間、扶輪米山会の皆さま

との交流を通じて、台湾と日本の発展に貢献し

ていきたいと思います」 

 

 

日中関係悪化に奨学生は 

尖閣諸島沖の中国漁船衝突事故をきっかけ

に、日中関係の悪化が報じられています。この

事態に胸を痛める中国出身の米山奨学生・学友

たちの声を紹介します。 

5 年前に反日デモが問題になったとき、新聞

への投書で「留学生として日本のすばらしい一

面を中国人に伝えていきたい」と語った湯伊心

さん（2005-07／横浜ベイＲＣ）は、「中国は世

界の人々から敬遠される国ではなく、愛される

国になって欲しい。ロータリアンから学んだ草

の根交流は、たとえ国家間に亀裂が生じようと

も決して影響を受けません。私たち米山奨学

生・学友は、ロータリアンとの関わりを通じて、

何か行動することができるはず」と、語ります。

先日、第2800 地区（山形県）の地区大会で特別

講演を行った張旭梅さん（2005-06／東京広尾Ｒ

Ｃ）は当日を振り返って、「こんな時期に、中

国人学友である私の話など聞いてくれるのだろ

うか…と不安でした。話し終わった後、“中国

のことを嫌わないでください！私は中日友好を

心から願っています”という思いで胸がいっぱ

いになりました」と、言います。張さんの講演

を聞いた多くのロータリアンが涙を流し、会場

にいた中国出身の米山奨学たちも立ち上がって

拍手を送ったそうです。現役奨学生も複雑な気

持ちで例会に参加しています。金静海さん

（2010-11／横浜瀬谷ＲＣ）は、「肩身の狭い思

いで座っていたら、世話クラブの皆さんが“国

同士の出来事は金さんとは関係がないのだから

心配しないで大丈夫”と、普段と変わらぬ温か

さで励ましてくれ、どれほど気持ちが救われた

かわかりません」と、嬉しい体験を話してくれ

ました。 

 

★ニコニコボックス 

 古澤功三さん 講演会のＰＲに来ました 
 小田伊佐浩会員 市教育委員長に就任 
 大木健市会員 本日の例会を担当します 
山城康司会員 誕生日を祝って頂き 
加山昌弘会員  〃 
柴田 勝会員  〃 
水野太一会員  〃 
山本章吾会員  〃 
藤原規彰会員  〃 
太田 稔会員 いろいろ祝って頂き 
杉浦節子会員  〃 
大島嗣雄会員  〃 
森下武治会員  〃 
林 博宣会員  〃 
浅野 桂会員 事業所創業を祝って頂き 
伊藤靖彦会員  〃 
夏目雅康会員 写真をありがとう 

 
会報担当者：鈴木啓仁会員、土井昌司会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


